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７月１日現在　推計（前月比）

古紙配合率 １００％再生紙を使用しています。

＜在宅介護支援センター＞＜在宅介護支援センター＞
（中和泉・西和泉・元和泉・東和泉地区）あいとぴあ在宅介護支援センター（中和泉・西和泉・元和泉・東和泉地区）あいとぴあ在宅介護支援センター　　��（５４３８）７３３３（５４３８）７３３３
（岩戸北・岩戸南・猪方・駒井町地区） 在宅介護支援センターこまえ苑（岩戸北・岩戸南・猪方・駒井町地区）　 在宅介護支援センターこまえ苑　　　��（３４８９）２４１７（３４８９）２４１７
（和泉本町・東野川・西野川地区） 在宅介護支援センターこまえ正吉苑（和泉本町・東野川・西野川地区）　　　 在宅介護支援センターこまえ正吉苑　��（５４３８）２５２２（５４３８）２５２２

窓 口 ・ 電 話窓　口　　・　　電　話サ ー ビ ス 内 容サ　ー　ビ　ス　内　容　年齢年齢事 業 名事　業　名

福祉総合相談窓口（内線２２０９）

３カ月以上の寝たきり状態で ､なお継続し、常時おむつを使用している方です（貸与は月
１８０枚まで・助成は月当たり５,０００円まで） 。

６５歳

以上

おむつ貸与およびおむつ代助成おむつ貸与およびおむつ代助成
ねね
たた
きき
りり
等等
高高
齢齢
者者
支支
援援

要介護４または５、かつ市民税が非課税で介護用品（排泄関係）を必要とする高齢者もしく
は介護家族の方です（月当たり８,３００円まで） 。家族介護用品支給家族介護用品支給

健康課� （３４８８） １１８１寝たきりの高齢者で、通院による診療を受けることが困難な方に対し、予診当番医の訪問
調査を行って、診療担当医を決定後、診療します。在宅寝たきり高齢者訪問歯科診療在宅寝たきり高齢者訪問歯科診療

福祉総合相談窓口（内線２２０９）
在宅介護支援センター（下記参照）

介護保険非該当（原則）の方で、寝たきりおよび虚弱の高齢者に対し、日常生活用具を給
付します。高齢者自立支援日常生活用具給付高齢者自立支援日常生活用具給付

寝たきりおよび一人暮らしの方へ火災警報機、自動消火装置、東京消防庁への専用通報機
を給付・貸与します。高齢者火災安全システム高齢者火災安全システム

福祉総合相談窓口（内線２２０９）
在宅介護支援センター（下記参照）

一人暮らし等で閉じこもりがちな高齢者（介護保険サービスを利用出来る方は対象外）に
生きがい・趣味活動・自立支援・日常動作訓練を行います。

６０歳
以上生きがい対応型デイサービス生きがい対応型デイサービス

ひひ
とと
りり
暮暮
らら
しし
等等
高高
齢齢
者者
支支
援援

福祉総合相談窓口（内線２２０９）一人暮らしまたは高齢者だけの世帯で、所得税もしくは市民税が非課税で安否確認の必要が
ある方に電話機を貸与し、電話料の一部を負担します ｡ 

６５歳

以上

老人福祉電話老人福祉電話

福祉総合相談窓口（内線２２０９）
在宅介護支援センター（下記参照）

一人暮らしまたは高齢者だけの世帯で、心臓疾患等の慢性疾患により日常生活を営むうえで
常時注意を必要とする方に対し ､緊急時に東京消防庁へ通報する機器一式を貸与します。緊急通報システム緊急通報システム

一人暮らしや高齢者だけの世帯と日中家族が不在がちになる方に、親族や知人等への緊急通
報装置一式を貸与します。あんしんＳ（緊急通報装置）あんしんＳ（緊急通報装置）

一人暮らしや高齢者だけの世帯と日中家族が不在がちになる方に、ヘルパーを派遣します
（外出時援助 ､庭木手入れ ､健康等の相談や指導） 。生活支援ヘルパー生活支援ヘルパー

在宅福祉課（内線２２２２）一人暮らしや高齢者だけの世帯と日中家族が不在がちになる方に外出等の機会を提供しま
す（登録制） 。 高齢者会食会高齢者会食会

福祉総合相談窓口（内線２２０９）
社会福祉協議会� （３４８８） ０２９４

利用するには申請が必要です（実施場所：あいとぴあセンター地下１階、利用時間：午前
９時から午後５時まで） 。

６０歳

　
以上

老人福祉センター老人福祉センター

そそ
　
のの
　
他他
　
のの
　
支支
　
援援 

シルバー人材センター�（３４８８）６７３５健康かつ就業意欲のある方で、臨時的等の就業希望者に仕事を提供し ､就業機会の増大を図
ります ｡就業実績に応じ一定の報酬があります。 シルバー人材センターでの就業シルバー人材センターでの就業

地域の老人クラブ
在宅福祉課（内線２２２２）　

会員の教養の向上、地域社会との交流を目的とし、自主的に組織活動をしています。それ
ぞれのクラブ等に問い合わせてください。老人クラブ老人クラブ

社会福祉協議会� （３４８８） ０２９４日常生活を営むのに援助を必要とする方で、社会福祉協議会の会員として登録された方に家
事援助や介助サービス（入浴は除く）を行います。

６５歳６５歳

以上以上

笑顔サービス笑顔サービス

在宅福祉課（内線２２２２）介護保険給付対象外の高齢者で、自宅で入浴できない方へ入浴サービスを実施します。高齢者通所入浴サービス高齢者通所入浴サービス

福祉総合相談窓口（内線２２０９）

自宅に入浴施設のない方（都から入浴券の交付を受けている方は除きます）に公衆浴場共
通入浴券を月８枚分交付します。入浴券の交付入浴券の交付

介護保険給付対象外の社会適応が困難な高齢者の方に、特別養護老人ホームの空きベッドを
利用し短期間の宿泊保護をします。生活管理指導緊急ショートステイ生活管理指導緊急ショートステイ

福祉総合相談窓口（内線２２０９）
在宅介護支援センター（下記参照）

生活保護受給者、老人福祉手当受給者および３カ月以上寝たきりで、なお継続すると認め
られる方に理容 ･美容券を年６枚交付します ｡理容・美容サービス理容・美容サービス

身体状況や痴呆のため単独で衛生管理ができない高齢者で、このサービスの必要な方に実施
します（乾燥消毒は年１１回、水洗いは年１回） 。寝具洗濯乾燥消毒サービス寝具洗濯乾燥消毒サービス

痴呆により日常的に徘徊し、探索サービスの必要な方が対象で、端末機の携帯により２４時
間体制での位置情報を提供します。痴呆性徘徊高齢者探索サービス痴呆性徘徊高齢者探索サービス

身体・精神的機能の低下により、食事を作ることが困難な方に定期的に食事の配達をします。
月曜日から土曜日までの週５回、夕食（１食４００円） 、１０月から週６回（予定） 高齢者配食サービス高齢者配食サービス

基本的生活習慣の欠如や対人関係等社会生活を営むうえでの適応が困難な方へ家事 ･日常
生活 ･対人関係構築のための指導員を派遣します。生活管理指導員派遣生活管理指導員派遣

小田急バス狛江営業所�（３４８０）１３１１申し込みにより「東京都シルバーパス」が発行されます。７０歳７０歳
以上以上シルバーパスシルバーパス

在宅福祉課（内線２２２２）

毎年９月の高齢者福祉週間の前後に高齢者福祉大会を実施し、式典・演芸等を開催します
（招待状を出します） 。７５歳７５歳

以上以上

高齢者福祉大会高齢者福祉大会 

市内に在住する高齢者に支給します。７５歳～９０歳：７,０００円 （年） 、９１歳以上：１６,０００円 
（年）敬老金敬老金

高齢者在宅サービスの一覧表

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだださささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅サササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーービビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススス
　すすべべててのの高高齢齢者者のの方方々々がが、、いいつつままででもも健健康康でで自自立立ししたた生生活活をを送送れれるるよよううにに、、
身身近近でで受受けけらられれるる援援助助ややササーービビススをを提提供供ししまますす。。
〔〔問問いい合合わわせせ〕〕下下表表のの窓窓口口欄欄ににああるる各各担担当当

※お近くの在宅介護支援センターに、お気軽に相談ください

シルバー人材センターで

働く高齢者の方々



　　

子
ど
も
た
ち
が
集
団
で
遊
べ
る
場

所
の
充
実
を
図
る
た
め
、
従
来
の
遊

び
場
開
放
事
業
を
よ
り
一
層
拡
充
、

発
展
さ
せ
る
た
め
放
課
後
の
学
校
施

設
を
利
用
し
て
「
子
ど
も
フ
リ
ー
プ

レ
イ
」
を
第
一
小
学
校
で
９
月
か
ら

実
施
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
実
施
協
力
者
を
募
集
し
ま
す
。

〔
実
施
日
〕
９
月
２
日
�
か
ら

〔
実
施
場
所
〕
フ
リ
ー
プ
レ
イ
ル
ー

ム
、
校
庭
、
体
育
館
等

〔
対
象
児
童
〕
第
一
小
学
校
の
在
籍

児
童
お
よ
び
学
区
域
の
児
童

〔
勤
務
時
間
〕
原
則
と
し
て
通
常
授

業
の
あ
る
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

の
、授
業
終
了
時
か
ら
午
後
６
時（
９

月
か
ら
３
月
ま
で
は
午
後
５
時
ま

で
）
お
よ
び
夏
季
休
業
日
の
土
・
日

曜
日
を
除
く
午
前
９
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で

〔
勤
務
体
制
〕
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

〔
資
格
等
〕
青
少
年
に
関
し
て
造
詣

が
あ
り
健
康
で
熱
意
の
あ
る
方
、　
１８

歳
か
ら　

歳
以
下
で
児
童
と
接
す
る

６０

に
熱
心
な
方
、
集
団
的
な
遊
び
の
指

導
・
安
全
・
健
康
管
理
等
の
指
導
に

関
心
と
理
解
を
持
つ
方

〔
勤
務
内
容
〕
運
営
に
つ
い
て
の
連

絡
・
調
整
、
参
加
申
し
込
み
、
フ
リ
ー

プ
レ
イ
ル
ー
ム
の
管
理
運
営
、
参
加

児
童
の
対
応
等

〔
任
期
〕
年
度
毎
に
教
育
委
員
会
が

委
嘱
し
ま
す

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
社
会

教
育
課
へ
。

広報こまえ　平成１４年（２００２年）7月１５日　�

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
個
人
情
報
の
適

正
な
取
り
扱
い
を
定
め
た
狛
江
市
個

人
情
報
保
護
条
例
を
平
成　

年
４
月

１３

に
改
正
し
、
個
人
情
報
の
適
切
な
管

理
・
保
護
に
努
め
て
い
ま
す
。
自
己

情
報
に
関
す
る
開
示
請
求
な
ど
の
権

利
を
確
か
な
も
の
に
す
る
た
め
、
こ

の
条
例
に
基
づ
き
電
子
計
算
機
を
利

用
し
て
処
理
し
て
い
る
業
務
と
記
録

項
目
を
公
表
し
ま
す
。

〔
処
理
業
務
〕

▽
市
民
税
・
都
民
税
賦
課
事
務
▽
軽

自
動
車
税
賦
課
事
務
▽
国
民
健
康
保

険
税
事
務
▽
固
定
資
産
税
・
都
市
計

画
税
賦
課
事
務
▽
収
納
消
込
事
務
▽

住
民
異
動
処
理
事
務
▽
医
療
費
事
務

▽
小
口
事
業
資
金
貸
付
等
事
務
▽
保

育
所
運
営
費
支
弁
事
務
▽
学
童
保
育

所
育
成
料
徴
収
事
務
▽
就
学
援
助
費

事
務
▽
所
得
税
源
泉
徴
収
事
務
▽
図

書
館
事
務
▽
予
防
接
種
消
込
事
務
▽

補
助
金
（
幼
稚
園
）
交
付
事
務
▽
国

民
年
金
事
務
▽
生
活
保
護
事
務
▽
契

約
事
務
（
物
品
・
工
事
）
▽
財
務
会

計
事
務
▽
乳
幼
児
医
療
費
助
成
事
務

▽
体
育
館
管
理
事
務
▽
健
康
増
進
事

務
▽
国
民
年
金
共
同
シ
ス
テ
ム
▽
体

育
館
シ
ス
テ
ム
▽
文
書
管
理
シ
ス
テ

ム
▽
高
齢
者
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

〔
記
録
項
目
〕

　

氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
、
住
所
、

国
籍
、
本
籍
、
世
帯
主
と
の
続
柄
、

給
与
収
入
、
年
金
収
入
、
所
得
と
金

額
、
所
得
控
除
、
障
害
者
控
除
、
本

人
該
当
控
除
、
配
偶
者
の
有
無
、
扶

養
者
数
、
専
従
者
控
除
、
均
等
割
区

分
、
非
課
税
区
分
、
専
従
者
給
与
支

払
額
、
分
離
課
税
特
別
控
除
、
課
税

標
準
額
、
市
民
税
所
得
割
、
都
民
税

所
得
割
、
均
等
割
額
、
税
額
控
除
、

年
税
額
、
特
別
徴
収
税
額
、
所
得
税

額
、
月
割
税
額
、
車
両
番
号
、
登
録

年
月
日
、
減
免
の
有
無
、
非
課
税
の

有
無
、
滞
納
の
有
無
、
取
得
理
由
、

取
得
年
月
日
、
喪
失
理
由
、
喪
失
年

月
日
、
退
職
者
区
分
、
擬
制
世
帯
の

有
無
、
年
金
所
得
、
総
所
得
金
額
、

固
定
資
産
税
額
、
軽
減
額
、
資
産
割

額
、
所
在
地
番
、
登
記
地
目
、
宅
地

用
途
、
使
用
目
的
、
登
記
地
積
、
現

況
地
積
、
建
築
年
月
、
所
有
者
氏
名
、

家
屋
番
号
、
登
記
面
積
、
登
記
構
造
、

減
免
分
課
税
標
準
額
、
減
免
税
額
、

資
産
の
名
称
等
、
取
得
価
額
、
耐
用

年
数
、
事
業
種
目
、
資
産
所
在
地
、

所
有
者
住
所
、
納
税
管
理
人
、
評
価

額
、
未
（
過
）
納
額
、
延
滞
金
、
金

融
機
関
名
、
預
金
区
分
、
口
座
番
号
、

口
座
名
義
、
調
定
額
、
納
入
額
、
印

鑑
（
登
録
番
号
、
印
影
等
）
、
選
挙

資
格
の
有
無
、
児
童
手
当
（
資
格
の

有
無
等
）
、
医
療
種
別
、
受
給
者
番

号
、
保
険
証
記
号
、
保
険
証
番
号
、

障
害
認
定
年
月
日
、
障
害
の
程
度
、

入
院
、
通
院
、
薬
局
の
別
、
診
療

（
受
診
）
年
月
、
療
養
取
扱
機
関
、

高
額
医
療
該
当
の
有
無
、
高
額
医
療

費
支
給
額
、
貸
付
種
別
、
貸
付
額
、

貸
付
年
月
日
、
返
済
方
法
、
返
済
額
、

保
護
者
氏
名
、
勤
務
先
電
話
番
号
、

図
書
名
、
著
者
名
、
生
活
保
護
法
第

　

条
適
用
コ
ー
ド
、
生
活
保
護
基
準
、

７３売
上
高
、
資
本
金
、
自
己
資
金
額
、

国
保
記
号
番
号
、
普
通
障
害
、
特
別

障
害
、
病
歴
、
身
体
状
況
、
生
活
習

慣
、
問
診
票
、
健
康
体
力
表
、
緊
急

連
絡
先
、
住
民
コ
ー
ド
、
基
礎
年
金

番
号
、
電
話
番
号
、
付
加
申
出
年
月
、

法
免
始
期
理
由
、
死
亡
一
時
金
コ
ー

ド
、過
誤
納
付
金
、受
給
サ
イ
ン
コ
ー

　

情
報
公
開
制
度
は
、
平
成　

年
４

１２

月
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
制

度
は
、
何
人
に
も
普
遍
的
な
権
利
と

し
て
の
知
る
権
利
と
そ
れ
に
基
づ
く

公
開
を
求
め
る
権
利
を
保
障
す
る
と

と
も
に
、
市
が
説
明
す
る
責
任
を
全

う
す
る
よ
う
に
し
、
市
民
の
市
政
へ

の
参
加
と
開
か
れ
た
市
政
の
推
進
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

に
配
慮
し
つ
つ
、
情
報
を
広
く
公
開

す
る
と
い
う
基
本
姿
勢
で
行
政
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
中
に
情
報
公
開
制
度

１３

に
よ
り
公
開
請
求
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
公
開
の
実
施
状
況
は
、
表
の
と

お
り
で
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
情
報
課

ド
、
必
要
月
数
、
不
足
月
数
、
職
業
、

血
液
型
、
既
往
歴
、
ス
ポ
ー
ツ
歴
、

身
長
、
体
重
、
バ
ス
ト
、
ウ
エ
ス
ト
、

ヒ
ッ
プ
、
上
腕
屈
曲
囲
、
上
腕
囲
、

大
腿
囲
、
下
腿
囲
、
上
腕
背
部
脂
肪

厚
、
肩
甲
骨
下
脂
肪
厚
、
腹
部
脂
肪

厚
、
大
腿
部
脂
肪
厚
、
血
圧
、
心
拍

数
、
立
位
体
前
屈
、
背
筋
力
、
握
力
、

体
脂
肪
率
、
課
名
、
収
受
年
月
日
、

フ
ァ
イ
ル
ナ
ン
バ
ー
、
保
存
年
限
、

廃
棄
年
度
、
公
開
・
非
公
開
区
分
、

決
裁
区
分
、
決
裁
年
月
日
、
完
結
年

月
日
、
世
帯
区
分
、
家
族
構
成
、
生

活
状
況
、
介
護
状
況
、
住
環
境
状
況
、

疾
病
、
制
限
食
の
有
無
、
受
診
状
況
、

掛
か
り
つ
け
医
、
身
体
状
況
、
精
神

症
状
、
普
段
の
食
生
活
に
関
す
る
状

況
、生
活
状
況（
身
体
機
能
等
）
、本

人
の
週
間
予
定
、
が
主
な
も
の
で
す
。

　

平
成　

年
度
に
寄
せ
ら
れ
た
市
長

１３

へ
の
手
紙
は
３
９
６
件
で
、
道
路
や

歩
道
の
補
修
、
安
全
対
策
や
清
掃
、

駅
前
の
放
置
自
転
車
対
策
に
つ
い
て

の
ご
意
見
・
ご
要
望
等
の
提
案
が
多

く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
秘
書
広
聴
課

　

狛
江
第
一
小
学
校
子
ど
も
フ
リ
ー
プ
レ
イ
の

実
施
協
力
者
募
集　
　

�

�

�

�

��

��

■市長への手紙等分類
　

平
成　

年
度
の
「
市
長
へ
の
手
紙
」
の

１３

受
付
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す　

�

�

�

�

��

��
　

平
成　

年
度
介
護
保
険
料
（
特
別

１４

徴
収
）
納
入
通
知
書
を
８
月
２
日
�

に
発
送
し
ま
す
。
こ
れ
は　

歳
以
上

６５

の
方
（
第
１
号
被
保
険
者
）
で
、
年

間　

万
円
以
上
の
老
齢
年
金
や
退
職

１８
年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い
る
方
に
対

し
、
年
金
支
給
日
に
年
金
か
ら
介
護

保
険
料
を
天
引
き
す
る
と
い
う
通
知

で
あ
り
、
新
た
に
現
金
で
の
納
入
を

お
願
い
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

保
険
料
天
引
き
は
、
仮
徴
収
と
本

算
定
の
２
通
り
で
す
。
仮
徴
収
は
４

月
、
６
月
、
８
月
に
平
成　

年
２
月

１４

と
同
額
を
天
引
き
し
ま
す
。

　

本
算
定
以
後
は
、
決
定
し
た
平
成

　

年
度
保
険
料
か
ら
仮
徴
収
の
合
計

１４額
を
差
し
引
い
た
残
額
を　

月
、　
１０

１２

月
、
平
成　

年
２
月
の
３
回
に
割
り

１５

振
り
天
引
き
し
ま
す
。

　

平
成　

年
度
中
に　

歳
到
達
や
転

１３

６５

入
で
狛
江
市
の
第
１
号
被
保
険
者
の

資
格
を
取
得
し
て
、
平
成　

年
４
月

１４

時
点
で
年
間　

万
円
以
上
の
老
齢
年

１８

金
や
退
職
年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い

る
方
は
、
平
成　

年　

月
か
ら
特
別

１４

１０

徴
収
に
な
り
、
９
月
ま
で
は
普
通
徴

収
で
の
納
入
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
年
度
途
中
に
所
得
税
の
申

告
な
ど
が
原
因
で
市
民
税
に
変
更
が

生
じ
、
介
護
保
険
料
の
所
得
段
階
が

上
位
に
変
更
が
あ
っ
た
方
は
、
増
額

分
を
普
通
徴
収
で
納
付
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課

介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

�

�

�

�

��

��

　

市
内
の
商
店
街
振
興
に
関
す
る
計

画
を
策
定
す
る
狛
江
市
商
店
街
振
興

プ
ラ
ン
策
定
委
員
会
の
市
民
公
募
委

員
を
募
集
し
ま
す
。
日
頃
か
ら
商
店

街
に
関
す
る
意
見
を
持
ち
、
商
店
街

振
興
に
消
費
者
の
立
場
か
ら
の
意
見

を
反
映
さ
せ
た
い
熱
意
の
あ
る
方
の

応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〔
資
格
〕
商
店
街
関
係
者
除
く
、
年

７
回
程
度
の
会
議
に
出
席
可
能
な　
１８

歳
以
上
の
市
民
（
高
校
生
を
除
く
）

〔
任
期
〕
委
嘱
の
日
か
ら
事
業
終
了

ま
で

〔
会
議
の
開
催
〕
原
則
平
日
の
昼
間

〔
募
集
人
員
〕
３
人
以
内

〔
申
込
方
法
〕
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

性
別
・
職
業
・
電
話
番
号
を
記
入
し

た
用
紙
と
作
文
「
消
費
者
が
市
内
の

商
店
街
に
希
望
す
る
こ
と
」（
８
０
０

字
程
度
、
様
式
は
自
由
）
を
８
月
２

日
�
ま
で
に
産
業
生
活
課
へ
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
３
４
３
０
）
６
８
７
０
ま

た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
産
業
生
活
課

　
  
狛
江
市
商
店
街
振
興
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会
委
員
募
集　

�

�

�

�

��

��

決定後保険料決定 仮徴収

所得段階 １４年度年間保険料額―仮徴収保険料額１４年度年間保
険料を決定

１４年２月の保険
料と同額×３回

翌２月１２月１０月４月・６月・８月

３�０００円３�０００円３�１００円１８�１００円３�０００円×３回第 1段階 

４�４００円４�４００円４�６００円２７�２００円４�６００円×３回第２段階 

６�１００円６�１００円６�１００円３６�３００円６�０００円×３回第３段階 

７�５００円７�５００円７�６００円４５�４００円７�６００円×３回第４段階 

９�０００円９�０００円９�２００円５４�４００円９�１００円×３回第５段階 

■平成 14年度介護保険料（特別徴収）の例

@

電
子
計
算
機
処
理
個
人

　

情
報
記
録
項
目
の
公
表

※２月の保険料額に個人差があるため、同じ所得段階でもこの振り
分けにならない場合があります。

　 件　数　　　　　 項　　　　　目
　　６ １　道路・自転車問題
　　４ ０　市職員の対応・庁舎等管理
　　３ １　情報公開・情報提供
　　３ ０　文化スポーツ・生涯学習・社会教育
　　２ ３　子育て及び児童施策
　　２ ３　環境・公害・緑化・公園管理
　　２ ２　都市計画・まちづくり
　　２ ２　各種届出・手続に関わる問題
　　１ ８　ごみ・リサイクルに関わる問題
　　１ ５　防災・防犯
　　１ ４　基本的施策（企画・財政・予算）　
　　１ １　健康・医療
　　１ ０　学校教育
　　   ７　税等に関わる問題
　　   ５　　生活保護・生活支援等
　　   ５　障害者施策
　　   ５　市民協働・コミュニティ活動
　　   ５　　高齢者・介護施策
　　   ４　国保・医療助成・年金
　　   ３　水道・下水道
　　   １　青少年・女性施策・人権等
　    ４ １　その他
　  ３ ９ ６　　　　合　　　計

　

情
報
公
開
の
実
施
状
況



�　広報こまえ　平成１４年（２００２年）７月１５日

備　考決定内容情報の名称請求年月日

公　開狛江市東野川四丁目土地区画整理事業縦覧用図書（図面）１３．４．３
公　開町丁別・年齢区分統計表１３．４．４
公　開神代団地（西野川一丁目）所帯数１３．４．９
公　開調布都市計画地区計画（狛江市決定）東野川１３．４．１１
公　開東野川四丁目地区計画（案）１３．４．１１
公　開調布都市計画用途地域，その他２通１３．４．１１
公　開昭和４６年和泉多摩川緑地計画図１３．４．１１

条例第９条第１
号該当一部公開市ホームページで４月１６日から公開されている交際費，食糧費に関

する原簿１３．４．１８

公　開地形図１３．４．２４
公　開町丁別・字別年齢人口１３．４．２４
公　開教科書の採択方針について（東京都教科用図書選定審議会）１３．５．８
公　開都市計画審議会資料１３．５．９
公　開５月７日教育委員会・報告事項（教科書採択に関すること）１３．５．１３
公　開狛江市行財政改革推進本部会議録（第９９回から第１０３回）１３．５．２９
公　開狛江市行財政改革推進本部会議録（第１０１から１０３回）１３．５．３１
公　開庁議記録（平成１３年４月３日，４月１０日開催分）１３．５．３１
公　開狛江市行財政改革推進本部会議録（第９３回から第１０３回）１３．６．６
公　開狛江市行財政改革推進本部会議録（第９９回）１３．６．６
公　開庁議記録１３．６．７
公　開庁議記録（平成１３年６月４日開催分）１３．６．８
公　開庁議記録（平成１３年５月８，１５，２２，６月４日開催分）１３．６．８
公　開個人情報届出書１３．６．１２

公　開要望書（平成１３年６月１１日定数削減に関する明政クラブ，公明党両
幹事長から市長宛文書）１３．６．１４

公　開平成１３年１月１日現在住民年齢別・字別人口統計表１３．６．２２
公　開狛江ハイタウン及び神代団地の世帯数（平成１３年１月１日現在）１３．６．２２
公　開都市計画道路（事業認可申請書の理由書及び位置図の一部）１３．６．２５
公　開第２回定例会資料（組織改正新旧対照表）１３．６．２８
公　開多摩地域都市計画道路第二次事業化計画１３．７．２
公　開調布都市計画道路事業の認可資料１３．７．３
公　開住民年齢別・字別人口統計表１３．７．５
公　開健康づくり相談員依頼書１３．７．５
公　開スポーツ健康づくり相談の状況（平成１０年度から１２年度）１３．７．５
公　開賃貸借契約書の一部（体育館管理システム（トレーニング室））１３．７．５
公　開上村中区画整理（事業認可・完了関係書類）１３．７．５
公　開保存樹木一覧表１３．７．９
公　開学校の安全管理対策１３．７．１３
公　開和泉小学校の契約議決及び工事の着工工程表１３．７．１３
公　開平成１４年度小・中学校教科用図書一覧表１３．７．１３
公　開狛江市都市計画図（特別工業地区における建築制限）１３．７．１９
公　開狛江市都市計画図（昭和３８年１月１８日）１３．７．１９
公　開狛江市宅地開発等まちづくり指導要綱に基づく各課協議事項１３．７．３０
公　開狛江幼稚園の廃止認可について（通知）１３．８．３
公　開保存樹木一覧表１３．８．９
公　開狛江市東野川四丁目土地区画整理事業設計図１３．８．１０

条例第９条第２
号該当一部公開

多摩川住宅建設及び関連施設整備に係る基本協定書並びに根川地区セ
ンター及び根川学童保育所の建設に関する協定書に基づく物件の引渡
し及び受領について

１３．８．１３

公　開狛江市都市計画図（昭和４８年１１月２０日から）１３．８．１３
公　開保存樹木一覧表１３．８．１４

条例第９条第２
号該当非公開住民票関係交付等申請書（平成１３年７月６日申請分）１３．８．１５

公　開平成１４年度小・中学校教科書採択に関する資料１３．８．１６
公　開狛江市多摩川堤防道路の交通規制改正要望について（回答）１３．８．１７
公　開用途地域決定縦覧図書（１／２５００地形図（和泉）の一部）１３．８．２１
公　開庁議記録（平成１３年４月１７日から平成１３年７月３１日開催分）１３．８．２２
公　開学校別教育人口推計表１３．８．２２
公　開教科書採択に関わる日程表，調査研究委員名，英語，国語科の調査結果１３．８．３０
公　開教科書選定採択に関する通知，要望書１３．９．３
公　開市長公務日誌（８月分）１３．９．４
公　開狛江市行財政改革推進本部会議録（第１０４回から第１０７回）１３．９．５
公　開庁議記録（平成１３年４月１日から平成１３年８月１３日開催分）１３．９．５
公　開狛江市行財政改革推進本部会議録１３．９．５
公　開教科書採択に関する調査資料等１３．９．５
公　開東野川四丁目土地区画整理事業縦覧図書１３．９．１０
公　開市長への手紙「小中学校の歴史，公民教科書採択問題について」回答部分１３．９．１０
公　開庁議資料（平成１３年９月４日開催分）１３．９．１１
公　開庁議記録（平成１３年８月２８日，９月４日開催分）１３．９．１２
公　開庁議記録（平成１３年６月４日から平成１３年８月１３日開催分）１３．９．１３
公　開庁議資料（平成１３年８月２８日，９月４日開催分）１３．９．１３
公　開調査研究結果１３．９．１７
公　開入札経過調書（土木工事）１３．９．１８
公　開予算編成方針（１４年度分）１３．９．１８
公　開狛江市の財政（決算カード）１３．９．１８
公　開教科書採択に関する資料１３．９．１９
公　開用途地域（狛江）１３．９．２１
公　開多摩川堤防道路の土曜日閉鎖について１３．９．２６
公　開決算資料（主要な施策の成果説明書）１３．９．２８
公　開狛江市駒井町上村中土地区画整理事業換地図１３．１０．１
公　開都市計画概要（資料編）１３．１０．２
公　開東野川四丁目土地区画整理事業縦覧図書１３．１０．３
公　開和泉多摩川緑地基本構想作成委託１３．１０．４
公　開和泉多摩川緑地基本構想作成委託１３．１０．５
公　開生産緑地１１７（平成１３年９月１３日公示縦覧図書）１３．１０．９
公　開平成１３年９月２８日議員全員協議会資料（Ｎｏ８を除く）１３．１０．９
公　開昭和４８年度及び昭和５６年度用途地域図１３．１０．９
公　開庁議資料，記録１３．１０．９
公　開道路境界確認図面及び道路認定について１３．１０．９
公　開特別徴収に係る個人の住民税の給与支払報告書の磁気ディスク化について１３．１０．１０
公　開生産緑地地区総括図（縦覧図書）１３．１０．１２
公　開生産緑地（縦覧図書中 １／２５００変更部分）１３．１０．１２
公　開教科書採択に関する資料１３．１０．１５
公　開６５歳以上の高齢者リスト１３．１０．１９
公　開６５歳以上の高齢者リスト１３．１０．２３
公　開和泉多摩川緑地に関する図書１３．１０．２９
公　開水道局長宛「和泉多摩川緑地内水道局用地について」１３．１０．３１
公　開建物の清掃設備警備の入札結果（平成１３年度）１３．１１．２
公　開小中学校教科書「保健」及び「保健教育」採択内容について１３．１１．５
公　開用途地域地区計画図（平成８年告示 宇奈根）１３．１１．６
公　開道路台帳平面図１３．１１．６
公　開用途地域図（喜多見）１３．１１．１２
公　開庁議報告（平成１３年１０月３１日開催分）１３．１１．１５
公　開庁議資料（平成１３年１１月６日開催分）１３．１１．２０

備　考決定内容情報の名称請求年月日

公　開統廃合による学校跡地及び施設等活用に関する庁内検討委員会会議録
資料（第６，７回）１３．１１．２０

公　開狛江市行財政改革推進本部会議録（第１０８回，１０９回）１３．１１．２０
公　開庁議記録資料（平成１３年８月２８から１１月６日開催分）１３．１１．２０
公　開用途地域図（喜多見）１３．１１．２２
公　開用途地域計画図（和泉）１３．１１．２７
公　開庁内会議議事録１３．１２．４
公　開町別・年齢別人口統計表（平成１１年から平成１３年まで）１３．１２．５

条例第９条第１
号該当一部公開平成１３年５月１６日付け市長への手紙１３．１２．５

公　開行政評価プロジェクト中間報告書１３．１２．６
公　開用途地域図（喜多見、宇奈根）１３．１２．１０
公　開狛江市行財政改革推進本部会議録１３．１２．１１
公　開庁議記録（平成１３年１１月２７日，１２月４日開催分）１３．１２．１１
公　開庁議記録・資料（平成１３年１１月６日，１２月４日開催分）１３．１２．１４
公　開住民年齢別・字人口統計表（平成１３年１月１日現在）１３．１２．１９
公　開狛江市都市計画用途図１３．１２．２６

公　開公立保育園の職員の食中毒細菌検査，保育園児の蟯中卵検査，検尿検
査の業務委託状況について１３．１２．２７

公　開事業名称「中和泉一丁目宅地開発工事」に伴う協定の締結について１４．１．３
公　開用途地域図（狛江）１４．１．４
公　開トレーニング機器賃貸借契約書１４．１．４
公　開ＳＡＰＡＫ出力サンプル１４．１．４
公　開体育館システム保守委託契約書１４．１．４
公　開狛江市転入・転出数１４．１．７
公　開用途地域図（喜多見）１４．１．８
公　開土地区画整理事業資料集（個人組合編）１４．１.１６
公　開町丁別世帯と人口，町丁別年齢と人口，市全体の年齢別人口１４．１.１８

公　開年齢別人口データ（和泉本町，中和泉，西和泉，東和泉，元和泉，東
野川，西野川，岩戸北）１４．１.１８

公　開用途計画図（和泉）１４．１.２１
公　開平成１３年度固定資産税・都市計画税減免申請書等１４．１.２４
公　開平成１３年度固定資産税・都市計画税減免申請書の関係資料の一切１４．１.２５
公　開用途地域図（狛江）１４．１.２９
公　開用途地域図（和泉）１４．１.２９
公　開用途地域図（喜多見）１４．１.２９
公　開平成１４年度狛江市教育委員会教育目標１４．１.３０
公　開用途地域図（狛江，和泉，喜多見，成城）１４．２．１
公　開行政改革大綱及び定員適正化計画１４．２．３
公　開用途地域計画図１４．２．４
公　開環境基本計画「中間のまとめ」１４．２．５
公　開用途地域計画図（狛江）１４．２．６
公　開用途地域図（狛江・和泉・成城・喜多見）１４．２．８
公　開狛江市都市整備基本計画報告書（平成元年，平成３年）１４．２．１２
公　開調布市街化区域及び市街化調整区域の整備・開発・保全の方針１４．２．１３
公　開和泉小学校配置図１４．２．１３
公　開用途地域図（狛江）１４．２．１４
公　開住民基本台帳字別・年齢別人口（平成１４年１月１日現在）１４．２．１９
公　開駒井町上村中土地区画整理事業換地図１４．２．２１
公　開町別・年齢別人口報告書１４．２．２１
公　開駒井町上村中土地区画整理事業換地図１４．２．２２

公　開学習設備整備事業用パーソナルコンピュータ他一式購入の指名競争入
札について１４．２．２２

公　開陳情第６１号（狛江市中和泉一丁目２番から４番等を横断する都市計
画道路の事業実施の中止を求める陳情）１４．２．２２

公　開会派視察報告書（日本共産党）について１４．２．２２
公　開「平成１１年度　学校運営連絡協議会試行校報告書」等の送付について１４．２．２２
公　開狛江市公立学校運営連絡協議会設置要綱について１４．２．２２
公　開平成１４年度予算書及び予算資料１４．２．２５
公　開用途地域図（喜多見）１４．２．２６
公　開狛江市宅地開発等まちづくり指導要綱に基づく審査会の開催について１４．２．２６
公　開死亡者数（平成１３年４月から）１４．２．２７
公　開平成１４年度予算書（案）１４．２．２７
公　開テニスコートの申込方法の変更の中止申し入れの要望書及び回答書１４．２．２８
公　開情報公開と文書管理１４．２．２８
公　開平成１４年度予算書（案）１４．３．１
公　開東野川四丁目地区計画に関する資料１４．３．１
公　開用途地域図（狛江）１４．３．４
公　開用途地域計画図（成城）１４．３．５
公　開庁議記録（平成１３年１２月１１日から平成１４年２月１９日開催分）１４．３．６
公　開都市計画図（昭和３８年及び昭和４８年）１４．３．８
公　開狛江市市民委員の公募及び選考に関する要綱の交付について１４．３．８
公　開狛江市市民委員の公募及び選考に関する要綱等の制定施行について１４．３．８
公　開平成１４年度予算書（案）の一部１４．３．１２
公　開用途地域図・生産緑地地区図（宇奈根）１４．３．１２
公　開用途地域図（喜多見）１４．３．１２
公　開地方税法第３８２条に基づく登記済通知書の受理状況について１４．３．１２
公　開平成１４年度予算書（案）１４．３．１３
公　開平成１４年度予算書（案）１４．３．１４
公　開「東京都産休等代替職員制度実施要綱」の運用について１４．３．１５
公　開平成１４年度予算書（案）１４．３．１９
公　開平成１４年度予算資料１４．３．１９
公　開狛江市情報公開条例の手引について１４．３．２０

保存期間満了
のため廃棄不存在し尿処理の現況と将来計画について１４．３．２０

公　開用途地域図（和泉）１４．３．２０
条例第９条第１
号該当一部公開雇用契約書の作成について１４．３．２０

公　開狛江市情報公開条例の手引について１４．３．２０
公　開字丁別・年齢別人口報告書１４．３．２２
公　開調布都市計画用途地域（東京都決定）１４．３．２５
公　開狛江市コミュニティバス導入庁内検討委員会設置要綱（案）１４．３．２５

公　開都市計画道路３．４．２号線（都道１１号線（水道道路））のコミュニ
ティバス運行について（照会）１４．３．２５

公　開相模川系配水本管用地におけるコミュニティバス運行により生ずる水
道施設への影響等について（回答）１４．３．２５

公　開平成１４年度予算書（案）１４．３．２６
公　開用途地域地区（喜多見）１４．３．２６
公　開生産緑地地区図（喜多見）１４．３．２７
公　開用途地域図（狛江・登戸）１４．３．２７

条例第９条第１
号該当非公開保育園における事故の顛末について１４．３．２７

公　開平成１２年度東京都産休等代替職員制度実施要綱」及び「平成１２年度
産休等代替職員費都費補助金交付要綱」１４．３．２８

不存在障害者控除対象者認定について１４．３．２９
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〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
７
月

　

日
�
か
ら
健
康
課
�（
３
４
８
８
）

１５１
１
８
１
へ
。

　

栄
養
士
に
よ
る
野
菜
に
つ
い
て
の

話
や
調
理
実
習
を
と
お
し
て
自
分
の

食
生
活
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
今

回
は
「
夏
野
菜
を
使
っ
た
簡
単
メ

ニ
ュ
ー
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

〔
日
時
〕
７
月　

日
�
午
後
１
時　

２７

３０

分
〜
４
時
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ

ン
タ
ー
〔
定
員
〕　

人
（
先
着
順
）

２４

〔
持
ち
物
〕
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・

ふ
き
ん
・
筆
記
用
具

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
７
月

　

日
�
か
ら
健
康
課
�（
３
４
８
８
）

１５１
１
８
１
へ
。

　

女
性
の
４
人
に
１
人
の
割
合
と
い

わ
れ
て
い
る
、
子
宮
筋
腫
と
若
い
女

性
に
も
多
い
子
宮
内
膜
症
に
つ
い
て
、

わ
か
り
や
す
く
話
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

〔
日
時
〕
７
月　

日
�
午
前　

時
〜

２５

１０

　

時　

分
〔
講
師
〕
保
坂
孝
二
さ
ん

１１

３０

（
狛
江
市
医
師
会
）〔
会
場
〕
あ
い
と

ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
定
員
〕　

人
（
先

３０

着
順
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
に
は
、

受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
請
求
手
続
き

が
必
要
で
す
。
希
望
に
よ
り　

歳
か

６０

ら
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

次
の
よ
う
な
制
約
が
あ
り
ま
す
。

▽
請
求
し
た
時
の
年
齢
に
応
じ
て
減

額
さ
れ
、
こ
の
減
額
率
は
生
涯
変
わ

り
ま
せ
ん
。

▽ 
遺
族
厚
生
年
金
･
遺
族
共
済
年

金
な
ど
を
受
給
し
て
い
る
場
合
に
は
、

　

歳
ま
で
は
ど
ち
ら
か
１
つ
を
選
択

６５す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課

〔
日
時
〕
７
月　

日
�
午
前
８
時　

２８

３０

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

〔
場
所
〕
市
役
所
２
階
収
納
課　

　

な
お
、平
成　

年
度
固
定
資
産
税
・

１４

都
市
計
画
税
（
第
２
期
分
）
、
国
民

健
康
保
険
税
（
第
１
期
分
）
、
介
護

保
険
料
（
第
１
期
分
）
は
、
７
月　
３１

日
�
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
収
納
課

　

重
度
身
体
障
害
者
を
対
象
に
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
一
時
的
に
障
害

者
を
保
護
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
等
に
利
用
く
だ
さ
い
。

〔
対
象
者
〕
重
度
身
体
障
害
者
（　
１５

歳
以
上　

歳
未
満
）
の
方

６５

〔
利
用
者
負
担
〕
飲
食
物
費
相
当
額

と
し
て
１
日
当
た
り
１
�
１
６
６
円

〔
実
施
場
所
〕
東
京
都
多
摩
療
護
園
、

東
京
都
清
瀬
療
護
園
、
東
京
都
日
野

療
護
園
の
各
施
設
で
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
福
祉
課

▽
所
得
制
限
限
度
額
・
手
当
の
一
部

支
給
額
が
変
わ
り
ま
す

▽
児
童
扶
養
手
当
の
請
求
者
や
受
給

者
が
母
の
場
合
に
は
父
か
ら
の
養
育

費
の
８
割
が
所
得
に
加
算
さ
れ
ま
す

▽
母
で
あ
る
受
給
者
の
所
得
か
ら
寡

婦
控
除
は
し
な
い
取
り
扱
い
と
な
り

ま
す

▽
特
別
障
害
者
控
除
の
額
が　

万
円

３５

か
ら　

万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

４０

▽
８
月
か
ら
認
定
お
よ
び
支
給
等
事

務
は
、
市
が
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す

　

ま
た
、
児
童
扶
養
手
当
制
度
の
改

正
に
伴
い
手
当
額
の
減
額
と
な
っ
た

方
を
対
象
に
、
母
子
福
祉
資
金
貸
付

金
に
新
た
な
貸
付
金
（
特
例
児
童
扶

養
資
金
）
を
設
け
、
無
利
子
の
貸
付

を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
児
童
福
祉
課

　

都
市
計
画
法
に
基
づ
き
、
生
産
緑

地
地
区
の
変
更
に
つ
い
て
の
作
業
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
都

市
計
画
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、

案
の
縦
覧
を
７
月　

日
�
か
ら　

日

１５

２９

�
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
都
市

計
画
案
に
つ
い
て
意
見
の
あ
る
方
は
、

　

日
�
ま
で
に
意
見
書
を
提
出
す
る

２９こ
と
が
で
き
ま
す
。

〔
縦
覧
場
所
・
問
い
合
わ
せ
〕
計
画

課〔
日
時
〕
７
月　

日
�
午
前　

時

２５

１０

〔
場
所
〕市
役
所
５
階
５
０
２
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
協
働
課　

〔
日
時
〕７
月　

日
�
午
後
６
時　

分

２２

３０

〔
場
所
〕
狛
江
市
役
所
小
田
急
線
高

架
下
分
室
１
０
３
・
１
０
４
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
計
画
課

■
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
栄
養
教
室
「
野

菜
」

■
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

■
３
・
４
カ
月
児
健
康
診
査

■
講
演
会
〜
子
宮
筋
腫
・
子
宮
内
膜

症
に
つ
い
て
〜

■
育
児
相
談

■
フ
ロ
ア
ー
・
出
張
健
康
相
談
〜
育

児
相
談
も
お
気
軽
に
〜

〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
診
療
日
〕　

日
・　

日
・　

日

２０

２１

２８

〔
受
付
時
間
〕
午
前
９
時
〜　

時
１１

　

分
・
午
後
１
時
〜
４
時　

分

３０

３０

○
休
日
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
２
１

○
休
日
歯
科
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
７
１

○
休
日
診
療
薬
局

　
　

�
（
３
４
８
８
）
１
５
１
９

○
狛
江
消
防
署

　
　

�
（
３
４
８
０
）
０
１
１
９

○
東
京
消
防
庁
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ

ス
　
　

�
０
４
２
（
５
２
１
）
２
３

　
　
　

２
３

休
日
診
療

　

時
間　
　
　

２４医
療
機
関
案
内

広報こまえ　平成１４年（２００２年）7月１５日　�

　

歳
に
な
っ
た
ら
老
齢
基
礎

６５年
金
の
請
求
を

市
税
の
納
付
お
よ
び
相
談
窓

口
を
日
曜
日
に
開
設

都
市
計
画
案
の
縦
覧

児
童
扶
養
手
当
制
度
が
８
月

か
ら
改
正

■
健
康
づ
く
り
教
室
〜
骨
粗
し
ょ

う
症
〜　

�
あ
な
た
と
大
切
な
お
子
さ
ん
の
た
め
に
�

「
子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
配
布
し
ま
す

　

日
々
お
子
さ
ん
と
向
き
合
い
、奮

闘
し
て
い
る
お
母
さ
ん
・
お
父
さ
ん

の
た
め
に
、子
ど
も
と
家
庭
が
よ
り

豊
か
な
環
境
の
も
と
で
子
育
て
が

で
き
る
情
報
や
予
防
接
種
、各
種
手

当
な
ど
行
政
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
ま

と
め
た
「
子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

を
作
成
し
ま
し
た
。

〔
配
布
場
所
〕市
役
所
市
民
課
窓
口
、

福
祉
総
合
相
談
窓
口
、子
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー
、
和
泉
児
童
館
、
健

康
課
、
中
央
公
民
館
、
西
河
原
公
民

館
、
各
地
域
セ
ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
児
童
福
祉
課

狛
江
市
身
体
障
害
者
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

�
第
２
回
狛
江
市
市
民
参
加
基
本
条

例
策
定
委
員
会

　

６
月
１
日
か
ら
道
路
交
通
法
の

一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
調
布
警
察
署
�

０
４
２
４
（　

）
０
１
１
０

８８

�
第
２
回
（
仮
称
）
狛
江
市
ま
ち
づ

く
り
条
例
検
討
委
員
会

講　師内　　容日　時

狛江市医師会

宮澤　寛さん

骨粗しょう症について

骨密度測定

８月１日�

午後１時３０分～３時

運動指導員手軽にできる運動（実技）
８月２日�

午後１時～２時３０分

栄養士

保健師

栄養の話

骨密度測定結果説明

まとめ

８月９日�

午後１時３０分～３時

■健康教室「骨粗しょう症」



�　広報こまえ　平成１４年（２００２年）７月１５日　

　狛江第三小学校は、市内の小中学校の中では児童数、学級数が最も多
い学校です。このため学校行事等では、全校競技や演技でダイナミック
な活動ができる反面、小回りがきかないこともあります。
　しかし、時代は「個に応じたきめ細かな学習指導」を求めています。
本校では、過去にも「個を生かす指導の工夫」を積み重ねてきましたが、
新学習指導要領完全実施の今年度は、新たにさまざまな取り組みを進め
ています。　
〔問い合わせ〕指導室

　

三
小
は
「
わ
か
る
学
習
」
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
従
来
の
よ
う
に
知
識

や
技
能
の
習
得
を
中
心
と
し
た
教
育

だ
け
で
は
な
く
、
児
童
の
思
考
や

ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
指
導
を
提
供
し
、

児
童
に
学
習
の
充
実
感
を
味
わ
っ
て

も
ら
お
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

本
校
は
、
学
級
担
任　

人
の
ほ
か

１８

に
専
科
教
員
や
少
人
数
加
配
教
員
、

嘱
託
員
等
が
７
人
い
て
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
大
切
に
し
な
が
ら
学
習
指

導
を
進
め
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
児

童
が
学
習
の
基
礎
・
基
本
を
身
に
付

け
る
こ
と
を
重
点
目
標
と
し
、
そ
の

実
現
の
た
め
に
、
特
に
、
加
配
の
正

規
教
員
２
人
を
高
学
年
と
低
学
年
に

配
置
し
、
算
数
科
を
中
心
と
し
た
少

人
数
学
習
や
Ｔ
・
Ｔ
（
テ
ィ
ー
ム
・

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
）
を
全
学
年
で
展
開

し
て
い
ま
す
。

　

指
導
形
態
は
各
学
年
の
実
態
に
応

じ
ま
す
が
、
少
人
数
学
習
の
４
・
５
・

６
年
生
は
、
各
学
年
の
３
学
級
を
４

つ
の
「
習
熟
度
別
グ
ル
ー
プ
」
に
分

け
、
４
人
の
教
員
で
指
導
し
て
い
ま

す
。
グ
ル
ー
プ
は
児
童
が
選
び
、
教

員
が
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
決
定
し
ま

す
。

　

Ｔ
・
Ｔ
の
１
・
２
・
３
年
生
で
は
、各

学
級
を
２
人
の
教
員
で
き
め
細
か
く

学
習
指
導
し
ま
す
。
将
来
的
に
は
、

高
学
年
の
よ
う
に
学
級
を
解
体
し
、

能
力
別
や
課
題
別
の
編
成
に
移
行
す

る
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
や
り
っ
放
し
で
は
な
く
、

指
導
の
結
果
を
評
価
し
、
そ
れ
を
ま

た
次
の
指
導
に
生
か
す
と
い
う
「Ｐ

ｌ
ａ
ｎ
－
Ｄ
ｏ
－
Ｓ
ｅ
ｅ

」
の

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
来
年
度
か
ら

の
教
育
課
程
に
位
置
付
け
て
い
こ
う

と
す
る
考
え
も
あ
り
ま
す
。

　

モ
ジ
ュ
ー
ル
学
習
と
は
最
小
単
位

の
コ
ン
パ
ク
ト
な
学
習
の
こ
と
で
、

本
校
で
は
、
朝
学
習 （　

分
×
週
３

１５

日
間
） の
時
間
を
使
い
、
算
数
科
や

国
語
科
の
基
礎
技
能（
計
算
や
漢
字
・

言
葉
な
ど
） の
習
得
・
向
上
お
よ
び

知
識
の
理
解
深
化
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　

少
人
数
学
習
の
一
環
と
し
て
全
教

員
が
指
導
に
取
り
組
み
ま
す
が
、
保

護
者
の
自
主
的
な
協
力
に
よ
る
「
本

の
読
み
聞
か
せ
」
な
ど
も
一
部
の
学

年
で
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
将
来
的

に
は
、
学
年
の
枠
を
フ
リ
ー
に
し
て
、

全
校
体
制
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
学
習
も
構

想
に
あ
り
ま
す
。

　

小
学
校
の
１
単
位
時
間
は　

分
で

４５

す
が
、
今
年
度
よ
り
、
１
＋
２
校
時
、

３
＋
４
校
時
、
５
＋
６
校
時
を
そ
れ

ぞ
れ　

分
授
業
と
し
て
位
置
付
け
、

９０

間
の
チ
ャ
イ
ム
も
無
く
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、　

分
続
け
て
授
業
を
す

９０

る
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
学
級
の

実
態
や
学
習
の
内
容
に
よ
っ
て
、
担

任
の
裁
量
で
学
習
時
間
を
有
効
活
用

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
「
弾
力
的
な
運
用
」
の
具

体
化
で
す
。こ
れ
は
、「
学
習
時
間
」よ

り
も
「
児
童
の
学
習
意
欲
」
を
大
切

に
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
１
単
位
時
間
＝　

分
４５

は
ト
ー
タ
ル
で
確
保
し
ま
す
し
、
休

憩
時
間
も
実
情
に
合
わ
せ
て
取
り
ま

す
。
途
中
休
憩
の
分
は
、
終
了
時
刻

を
延
ば
し
た
り
、
早
め
に
授
業
を
始

め
た
り
、
ま
た
、
専
科
時
間
を
確
保

す
る
約
束
も
あ
り
ま
す
。

　

本
校
は
、「
毎
日
が
参
観
日
」
で
す
。

　

ま
た
、
特
別
な
公
開
日
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
来
校
く
だ
さ
い
。

　

東
京
都
の
小
中
学
校
で
は
、
道
徳

の
授
業
を
地
域
に
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
本
校
で
は
公
開
講
座
の

４
回
目
を
迎
え
ま
す
。
回
を
重
ね
る

ご
と
に
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
、
昨
年

度
は
全
学
級
道
徳
授
業
公
開
を
実
施

し
、
多
数
の
保
護
者
や
地
域
の
方
々

の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
今
年
度
は
学
校
の
休
み

と
な
っ
た
土
曜
日
に
開
催
し
、
さ
ら

に
多
く
の
皆
さ
ん
に
本
校
の
教
育
を

積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
機
会
と
す

る
と
と
も
に
、
協
議
会
も
い
っ
そ
う

の
充
実
を
目
指
し
ま
す
。

　

開
催
日
は
、
平
成　

年
２
月　

日

１５

１５

で
す
。

　

今
年
度
か
ら
、
狛
江
市
教
育
委
員

会
の
企
画
で
、
本
校
の
図
書
室
を
土

曜
日
に
一
般
開
放
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
直
接
、
教
育
課
程
に
関
わ

る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
施
設

の
開
放
と
読
書
教
育
推
進
の
両
面
か

ら
、
良
い
効
果
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

８
月
に
開
設
す
る
予
定
で
す
が
、
詳

細
は
教
育
委
員
会
か
ら
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

教
育
課
程
を
効
率
的
に
実
施
す
る

に
は
、
そ
れ
な
り
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

が
必
要
で
す
。
今
年
度
は
そ
の
改
革

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
校
で
は
、
校
長
、
教
頭
、
必
置

主
任
を
常
駐
メ
ン
バ
ー
と
し
、
そ
れ

に
関
連
教
職
員
を
加
え
た
「
運
営
委

員
会
」
を
昨
年
度
か
ら
立
ち
上
げ
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
、
他
の
重
複
分

掌
を
整
理
し
、
校
長
を
中
心
と
す
る

縦
横
の
意
志
決
定
シ
ス
テ
ム
を
明
確

に
位
置
付
け
ま
し
た
。
運
営
委
員
会

は
、
提
案
内
容
の
審
議
、
各
分
掌
へ

の
指
示
、
学
校
運
営
上
の
重
要
事
項

の
審
議
等
を
分
掌
し
ま
す
。
こ
れ
は
、

大
規
模
校
の
利
点
を
独
自
に
工
夫
し

た
も
の
で
す
。

　

新
教
育
課
程
の
実
施
に
伴
い
、
職

員
室
の
座
席
配
置
を
大
幅
に
変
更
し

ま
し
た
。
ど
こ
の
職
員
室
に
も
見
ら

れ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
専
科
島
」
を
無

く
し
、
専
科
教
員
の
座
席
を
学
年
配

置
と
し
た
の
で
す
。
組
織
の
形
態
よ

り
も
、
日
々
の
指
導
を
優
先
に
考
え
、

機
能
的
な
座
席
配
置
に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
も
、
本
校

の
教
育
改
革
の
一
端
を
示
し
て
い
ま

す
。

　

平
成　

年
か
ら　

年
を
目
途
に
、

１５

１６

校
舎
の
耐
震
工
事
と
そ
れ
に
伴
う
改

修
工
事
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
青
写
真
を
作
成
す
る
段

階
で
す
が
、
予
算
を
最
大
限
に
生
か

し
て
、
安
全
で
、
き
れ
い
で
、
快
適

な
校
舎
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　　　　　－新学習指導要領による新しい教育がはじまりました－
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「教育改革は三小から」を合言葉に

狛 江 第 三 小 学 校

　
 
保
護
者 
・
地
域
と
の
連
携

道
徳
授
業
地
区
公
開
講
座
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新
し
い
学
習
指
導

特
色
あ
る
週
時
程

　

分
授
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図
書
室
土
曜
開
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教
育
課
程
を
支
え
る

　
　
　

校
内
体
制
と
施
設



　
広報こまえ　平成１４年（２００２年）7月１５日　�
　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
相
談
者
が

増
え
、
情
報
端
末
の
利
用
時
間
が
制

限
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
増
え
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
「
し
ご
と
情
報
ネ
ッ
ト
」（
ア
ド
レ

スh
ttp://w

w
w
.job
-n
et.jp/

）

で
事
前
に
検
索
を
し
て
、
整
理
番
号

を
控
え
て
い
く
と
効
率
的
に
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
の
端
末
の
利
用
が
で
き
ま
す
。

市
役
所
内
求
人
情
報
提
供
コ
ー
ナ
ー

で
パ
ソ
コ
ン
を
設
置
し
て
い
ま
す
の

で
利
用
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
産
業
生
活
課

　

野
川
緑
地
公
園
の
岩
戸
北
２
―
１

先
と
和
泉
本
町
２
―　

先
付
近
に
�

２４

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
緑
化
推
進
助
成
金
を
受
け
て
緑

道
の
植
込
み
等
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
環
境
改
善
課

　

就
学
義
務
の
猶
予
、
免
除
を
受
け

る
の
に
相
当
の
理
由
が
あ
る
方
の
試

験
で
す
。
合
格
し
た
方
に
は
高
等
学

校
の
入
学
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

〔
試
験
科
目
〕国
語
、社
会
、数
学
、理

科
、
外
国
語
（
英
・
独
・
仏
語
よ
り

選
択
）〔
願
書
受
付
期
間
〕
８
月
１
日

�
〜
９
月
２
日
�

〔
受
付
場
所
・
問
い
合
わ
せ
〕
東
京

都
・
義
務
教
育
心
身
障
害
教
育
課
�

（
５
３
２
０
）
６
７
５
２

〔
利
用
対
象
者
〕
信
用
保
証
協
会
の

保
証
業
種
を
営
む
中
小
企
業
者
〔
融

資
内
容
〕
�
借
入
限
度
額　

１
億
１
�

１
０
０
万
円
�
融
資
希
望
額　

売
掛

債
権
の
状
況
等
に
よ
り
企
業
者
ご
と

に
借
入
限
度
額
が
設
定
さ
れ
、
そ
の

範
囲
内
で
反
復
し
て
融
資
を
受
け
る

こ
と
が
可
能
で
す
〔
申
し
込
み
〕
す

で
に
取
引
の
あ
る
金
融
機
関
へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
東
京
信
用
保
証
協

会
立
川
支
所
�
０
４
２
（
５
２
５
）

６
６
２
１

　
〔
日
時
〕７
月　

日
�
午
後
７
時
か

１８

ら
〔
場
所
〕
中
央
公
民
館

〔
問
い
合
わ
せ
〕
絹
山
�
（
３
４
８

０
）
６
７
９
２

〔
日
時
〕８
月
６
日
�
正
午
か
ら〔
会

場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー　
〔
会

費
〕５
０
０
円〔
対
象
〕　

歳
以
上（
先

７０

着　

人
）

５０
〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
藤
田

�
（
３
４
８
０
）
２
６
４
０
へ
。

〔
出
店
受
け
付
け
〕
７
月　

日
�
・

１６

　

日
�
（
定
数
に
な
り
次
第
締
め
切

１７り
）〔
日
時
〕
７
月　

日
�
午
前　

時

２８

１０

〜
午
後
３
時
〔
場
所
〕
市
役
所
前
市

民
ひ
ろ
ば
〔
出
店
料
〕
店
舗
２
�
０

０
０
円
（
２
×
３
ｍ
）・
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
１
�
１
０
０
円（
２
×
２
ｍ
）

（
そ
れ
ぞ
れ
保
険
料
込
み
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
山
岸
�
（
３
４
８

０
）
２
０
７
４

〔
日
時
〕
７
月　

日
�
午
後
１
時　

２８

３０

分
開
場
・
２
時
開
演
・
終
了
予
定
６

時　

分
〔
会
場
〕
西
河
原
公
民
館

３０
〔
入
場
料
〕
大
人
１
�
０
０
０
円
・

中
高
生
５
０
０
円
・
小
学
生
以
下
無

料〔
問
い
合
わ
せ
〕狛
江
市
音
楽
連
盟
・

橋
本
�
（
３
４
８
８
）
２
１
８
９

〔
日
時
〕
７
月　

日
�
午
後
７
時
か

１９

ら
（
雨
天
、　

日
�
同
時
刻
）〔
場

２１

所
〕
小
足
立
の
び
の
び
公
園
（
西
野

川
４
―　

―
１
）

１４

〔
問
い
合
わ
せ
〕
小
笠
原
�
（
３
４

８
０
）
３
４
０
５

〔
日
時
〕
８
月
８
日
�
午
前
８
時　
５０

分
市
役
所
バ
ス
車
庫
前
集
合〔
場
所
〕

日
本
科
学
未
来
館
（
江
東
区
青
海
） 、

な
ぎ
さ
の
森
公
園（
品
川
）〔
対
象
〕小

学
生
以
上
の
親
子
〔
定
員
〕
親
子
合

わ
せ
て　

人
〔
持
ち
物
〕
弁
当
、
水

４０

筒
、
雨
具
、
帽
子

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
環
境

改
善
課
へ
。

〔
日
時
〕
８
月
９
日
�
午
後
６
時　
３０

分
か
ら
〔
集
合
場
所
〕
市
役
所
５
階

５
０
２
・
５
０
３
会
議
室
〔
観
察
会

場
〕
市
役
所
屋
上
〔
対
象
〕
小
学
生

以
上
の
親
子
〔
定
員
〕
親
子
合
わ
せ

て　

人
※
雨
天
実
施

４０
〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
環
境

改
善
課
へ
。

〔
日
時
〕
８
月
５
日
�
午
前
８
時　
４５

分
市
役
所
バ
ス
車
庫
前
集
合
〔
解
散

時
間
〕
正
午
（
予
定
）〔
募
集
人
数
〕

　

人
（
先
着
順
）〔
対
象
〕
市
内
在
住

５０の
小
学
生
（
１
〜
３
年
生
で
参
加
を

希
望
す
る
場
合
は
な
る
べ
く
保
護
者

の
同
伴
を
お
願
い
し
ま
す
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
清
掃

課
へ
。　

〔
日
時
〕
８
月　

日
�
午
前
８
時
〜

２０

　

日
�
午
後
５
時
。
１
泊
２
日
〔
行

２１き
先
〕
夕
や
け
小
や
け
ふ
れ
あ
い
の

里
キ
ャ
ン
プ
場
〔
対
象
〕
市
内
小
学

４
年
生
以
上
・
中
学
生
〔
定
員
〕　
３０

人
（
先
着
順
）〔
参
加
費
〕
４
�
５
０

０
円
〔
説
明
会
〕
８
月　

日
�
午
後

１６

２
時
か
ら
中
央
公
民
館
※
小
学
生
は

保
護
者
同
伴

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
７
月

　

日
�
ま
で
に
社
会
教
育
課
へ
。

２６〔
日
時
〕
８
月　

日
�
午
前
８
時　

２２

３０

分
〜
午
後
４
時　

分
。
７
月　

日
�

３０

２６

午
前　

時
か
ら
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー

１０

シ
ョ
ン
と
８
月　

日
�
午
前　

時
か

１２

１０

ら
の
顔
合
わ
せ
会
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
（
７
月　

日
は
保
護
者
の
方
の

２６

出
席
も
お
願
い
し
ま
す
） 。
中
央
公

民
館
〔
行
き
先
〕
都
立
城
南
島
海
浜

公
園
〔
対
象
〕
市
内
在
住
の
小
・
中

学
生
〔
定
員
〕　

人
（
先
着
順
）〔
参

２５

加
費
〕３
０
０
円（
食
材
費
等
）※ 
子

ど
も
の
広
場
・
野
外
サ
ー
ク
ル
の
参

加
者
は
申
し
込
む
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
７
月

　

日
�
午
前
９
時
か
ら
中
央
公
民
館

１７窓
口
ま
た
は
�
（
３
４
８
８
）
４
４

１
１
へ
。

〔
日
時
〕
８
月
９
日
�
午
前
９
時
〜

正
午
〔
定
員
〕　

人
（
先
着
順
）〔
対

１５

象
〕
成
人
男
女
〔
講
師
〕
石
川
栄
三

さ
ん
〔
参
加
費
〕
５
０
０
円
（
材
料

代
等
）〔
持
ち
物
〕
ふ
き
ん
、
エ
プ
ロ

ン
、
ボ
ー
ル
（
直
径　

セ
ン
チ
く
ら

２５

い
） 、
新
聞
紙
（
８
ペ
ー
ジ
分
） 、
筆

記
用
具
、
あ
れ
ば
菜
切
り
包
丁
、
麺

棒
（
長
さ　

セ
ン
チ
く
ら
い
）

６０

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
野
川

地
域
セ
ン
タ
ー
�
（
３
４
８
０
）
２

２
１
１
へ
。

■
求
職
活
動
中
の
方
を
お
手
伝
い

し
ま
す

■
宝
く
じ
の
助
成
金
を
受
け
ま
し
た

■
売
掛
債
権
担
保
融
資
保
証
制
度

（
売
債
）
を
利
用
く
だ
さ
い

■
狛
江
駅
北
口
問
題
を
考
え
る
市
民

の
会
〜
景
観
・
デ
ザ
イ
ン
等
分
科
会
〜

�

■
若
葉
会
会
食
会

■
第　

回
初
夏
の
音
楽
会
・
狛
江
バ

３０

ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■
野
外
映
写
会

■
ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

■
青
少
年
キ
ャ
ン
プ

■
い
き
い
き
広
場
「
合
同
デ
イ
キ
ャ

ン
プ
」

■
手
打
ち
う
ど
ん
を
作
っ
て
食
べ

て
み
ま
せ
ん
か

　
　

用
水
と
子
供
た
ち　

　

昭
和
初
期
の
話
で
あ
る
。
多
摩
川

か
ら
遠
い
岩
戸
の
子
供
達
に
と
っ
て

六
郷
用
水
は
よ
い
遊
び
場
だ
っ
た
。

夏
と
も
な
れ
ば
子
供
た
ち
は
流
れ
に

飛
び
込
ん
で
は
流
さ
れ
、
適
当
な
と

こ
ろ
で
上
が
っ
て
は
、
元
の
と
こ
ろ

ま
で
歩
く
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
た
。

時
に
は
そ
こ
に
架
か
る
岩
戸
橋
、
清

水
橋
、
一
の
橋
な
ど
か
ら
の
飛
び
込

み
を
楽
し
ん
だ
。

　

特
に
丸
山
橋
の
と
こ
ろ
に
は
湧
き

水
が
あ
っ
て
き
れ
い
だ
っ
た
し
、
ま

た
関
東
大
震
災
で
倒
れ
た
堰
が
あ
っ

た
の
で
い
つ
も
水
が
溜
ま
っ
て
い
て
、

深
さ
も
適
当
で
、
泳
ぐ
の
に
ち
ょ
う

ど
よ
か
っ
た
。

　

中
に
は
丸
山
橋
か
ら
岩
戸
橋
ま
で
、

橋
の
下
を
く
ぐ
り
な
が
ら
泳
ぐ
者
も

い
た
。
橋
の
下
や
電
車
の
鉄
橋
の
下

を
泳
ぐ
の
は
あ
ま
り
気
持
ち
の
よ
い

も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
泳
が
な
い

と
「
あ
い
つ
は
度
胸
が
な
い
」
と
言

わ
れ
そ
う
だ
し
、
翌
日
学
校
で
何
を

言
わ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
泳
い

だ
と
い
う
話
も
あ
っ
た
。

　

川
岸
に
は
洗
い
場
が
あ
っ
た
か
ら
、

小
さ
い
子
供
達
は
そ
こ
に
タ
ラ
イ
を

持
ち
出
し
て
、
タ
ラ
イ
舟
に
し
て
川

下
り
を
し
て
楽
し
ん
だ
。
タ
ラ
イ
は

ビ
ー
ト
板
の
代
わ
り
に
し
て
、
つ
か

ま
っ
て
泳
ぐ
の
に
も
使
わ
れ
た
。

　

こ
の
川
に
は
コ
イ
や
ハ
ヤ
、
フ
ナ
、

ヤ
マ
ベ
、
タ
ナ
ゴ
な
ど
も
い
た
。
大

雨
の
後
な
ど
マ
ル
タ
が
捕
れ
る
こ
と

も
あ
っ
た
。
多
摩
川
か
ら
上
が
っ
て

き
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
小
田
急
線
の
鉄
橋
の
す
ぐ

下
流
に
は
黄
色
い
シ
ジ
ミ
が
、
も
っ

と
下
流
に
は
黒
っ
ぽ
い
シ
ジ
ミ
が
い

た
が
取
ろ
う
と
す
る
人
は
あ
ま
り
い

な
か
っ
た
。

　

八
幡
様
か
ら
南
は
水
田
地
帯
だ
っ

た
。
だ
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
用
水
路

が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
エ
ビ
ガ
ニ
や

ナ
マ
ズ
や
ド
ジ
ョ
ウ
が
い
た
。

　

エ
ビ
ガ
ニ
は
土
手
の
穴
の
中
に
い

る
か
ら
穴
に
手
を
突
っ
込
ん
で
捕
っ

た
。
ま
た
、
エ
ビ
ガ
ニ
は
後
ろ
に
下

が
る
習
性
が
あ
る
の
で
後
ろ
に
手
を

回
せ
ば
簡
単
に
捕
れ
た
が
、
中
に
は

網
を
使
う
も
の
も
い
た
。
食
糧
難
の

頃
は
ゆ
で
て
そ
の
尻
尾
の
肉
を
食
べ

た
も
の
も
い
た
と
い
う
。

　

ナ
マ
ズ
も
穴
の
中
に
い
た
が
、
ナ

マ
ズ
の
場
合
は
逃
げ
道
の
あ
る
穴
に

い
た
。
だ
か
ら
逃
げ
道
の
穴
も
探
し

て
、
両
方
の
穴
か
ら
同
時
に
手
を
入

れ
て
捕
っ
た
。
ナ
マ
ズ
は
首
の
つ
け

根
が
へ
こ
む
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か

ら
そ
こ
を
つ
か
む
の
が
こ
つ
で
、
そ

こ
さ
え
つ
か
め
ば
逃
げ
ら
れ
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
下
手
を
す
る
と
ト
ゲ

で
刺
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
捕
っ

た
ナ
マ
ズ
は
普
通
は
食
べ
な
い
が
食

べ
る
こ
と
も
で
き
た
。

　

ゲ
バ
チ
も
い
た
。
ゲ
バ
チ
の
ト
ゲ

に
は
毒
が
あ
る
の
で
手
で
つ
か
む
と

手
が
腫
れ
た
。
だ
か
ら
つ
か
む
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
。

　

ド
ジ
ョ
ウ
を
捕
る
に
は
ガ
ラ
ス
ど

う
の
中
に
ご
飯
粒
を
入
れ
、
水
の
中

に
沈
め
て
お
い
て
中
に
入
っ
て
く
る

の
を
待
っ
た
り
、
ブ
ラ
シ
の
よ
う
に

た
く
さ
ん
の
針
を
つ
け
た
板
を
片
手

に
、
片
手
に
は
カ
ン
テ
ラ
を
持
っ
て

水
面
を
照
ら
し
な
が
ら
歩
き
、
ド

ジ
ョ
ウ
を
見
つ
け
た
ら
針
の
つ
い
た

板
で
叩
い
て
捕
る
こ
と
も
し
た
。

　
　

井　

上　

孝

　
　
　
（
狛
江
市
文
化
財
専
門
委
員
）

－その１０２－

■
就
学
義
務
猶
予
免
除
者
等
の
中

学
卒
業
程
度
認
定
試
験

■
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
多
摩
川
へ

施
設
見
学

■
こ
ま
え
楽
市

■
親
子
で
自
然
体
験



�　広報こまえ　平成１４年（２００２年）７月１５日

〔
日
時
〕
８
月　

日
�
午
前
９
時　

２４

３０

分
〜
午
後
４
時
〔
集
合
場
所
〕
中
央

公
民
館
〔
対
象
〕
知
的
障
害
当
事
者

と
保
護
者　

人 （
当
事
者
だ
け
の
参

３０

加
可
）〔
締
め
切
り
〕
８
月
２
日
�

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
社
会

福
祉
協
議
会
�
（
５
４
３
８
）
３
５

３
３
へ
。

▽
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業　

福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援
助
、
日
常
的
な

金
銭
管
理
サ
ー
ビ
ス
や
書
類
の
預
か

り
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
手
伝
い
▽
成
年

後
見
制
度　

財
産
管
理
や
身
上
監
護

（
介
護
、
施
設
へ
の
入
退
所
な
ど
生

活
に
配
慮
す
る
こ
と
）
に
関
す
る
法

律
面
や
生
活
面
で
保
護
し
た
り
、
支

援
す
る
制
度
※
そ
の
他
、
日
常
生
活

で
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

本
人
、
家
族
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、

ヘ
ル
パ
ー
、
地
域
か
ら
の
相
談
も
お

受
け
し
ま
す
〔
相
談
費
用
〕
無
料

〔
相
談
日
〕
毎
週
火
・
金
曜
日
午
前

　

時
〜
正
午
、午
後
１
時
〜
４
時
。　

１０※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
お
気
軽
に

相
談
く
だ
さ
い
。

〔
受
け
付
け
・
問
い
合
わ
せ
〕
社
会

福
祉
協
議
会
�
（
３
４
８
８
）
０
２

９
４
へ
。

〔
コ
ー
ス
名
〕
植
木
の
剪
定
（
初
級
）

〔
対
象
〕　

歳
以
上
で
�
狛
江
市
シ

６０

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
新
規
入
会

し
、
就
業
で
き
る
方
〔
期
間
〕　

月
１０

８
日
�
〜　

月
１
日
�
の　

日
間
午

１１

１６

前　

時
〜
午
後
４
時
〔
定
員
〕
選
考

１０
で
若
干
名
〔
受
講
料
〕
テ
キ
ス
ト
代

自
己
負
担
〔
会
場
〕
東
京
都
高
年
齢

者
就
業
セ
ン
タ
ー
（
シ
ニ
ア
ワ
ー
ク

東
京
内
）〔
外
部
実
習
〕
東
京
障
害
者

就
業
能
力
開
発
校
（
小
平
市
小
川
西

町
） 〔
申
込
方
法
〕
往
復
は
が
き
に
コ

ー
ス
名
、住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、生

年
月
日
を
記
載
し
、
８
月　

日
�
必

１６

着〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
〒
１

０
２
―
０
０
７
２
千
代
田
区
飯
田
橋

３
―　

―
３
�
東
京
都
高
齢
者
事
業

１０

振
興
財
団
�
（
５
２
１
１
）
２
３
２

７
へ
。

〔
日
時
〕
８
月
８
日
�
午
前　

時
か

１０

ら
〔
対
象
〕
小
学
生
〔
定
員
〕　

人
２０

（
先
着
順
）〔
講
師
〕
小
川
義
友
さ
ん

〔
参
加
費
〕
２
０
０
円
〔
持
ち
物
〕

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、
手
ふ
き
タ

オ
ル
、
ふ
き
ん

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
７
月

　

日
�
午
前
９
時
か
ら
岩
戸
地
域
セ

１６ン
タ
ー
�
（
３
４
８
８
）
７
０
４
０

へ
。

■ 
ス
ト
リ
ン
グ
ラ
フ
ィ
・
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
・
コ
ン
サ
ー
ト　

世
界
で
一
番

大
き
な
楽
器
の
演
奏
会
。
い
っ
た
い

ど
ん
な
音
が
で
る
の
か
な
？
ス
ト
リ

ン
グ
ラ
フ
ィ
で
遊
ぼ
う
〔
日
時
〕
７

月　

日
�
午
後
３
時
〜
４
時　

分

１７

３０

〔
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
〕
水
嶋
一
江
さ
ん

他
〔
定
員
〕　

人
（
先
着
順
）

６０

■
子
ど
も
映
画
会　

７
月　

日
�
午

２４

後
３
時　

分
「
そ
れ
い
け
ア
ン
パ
ン

３０

マ
ン
」　

■
幼
児
の
つ
ど
い　

７
月
は
終
了
し

ま
し
た
。

※
和
泉
児
童
館
は
、
７
月
１
日
か
ら

事
業
を
社
会
福
祉
法
人
に
委
託
し
て

実
施
し
て
い
ま
す
。

■
小
学
生
お
り
が
み
教
室　

７
月　
１６

日
�
午
後
３
時
〜
５
時
〔
対
象
〕
小

学
生
〔
定
員
〕
な
し
〔
費
用
〕
無
料

〔
申
込
方
法
〕
当
日
窓
口
へ
〔
講
師
〕

磯
久
子
さ
ん

■
タ
ス
ケ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ズ
カ
ッ
プ

７
月　

日
�
�
小
学
１
〜
４
年
生
、

１８

午
後
４
時
〜
５
時
�
小
学
５
年
生
〜

中
学
生
、
午
後
５
時
〜
６
時
。
参
加

自
由
※
賞
品
が
あ
り
ま
す

■
ス
ポ
ー
ツ
大
会「
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
」

　

７
月　

日
�
午
後
４
時
〜
５
時

１９

〔
対
象
〕
小
学
生
。
参
加
自
由
※
参

加
賞
あ
り

■
た
ん
ぽ
ぽ
の
集
い
〜
み
ん
な
で
遊

ぼ
う
〜
「
夏
だ
！
す
い
か
わ
り
」
７

月　

日
�
午
前　

時　

分
〜　

時　

１９

１０

３０

１１

３０

分
。
異
年
齢
交
流
を
目
的
に
楽
し
く

遊
び
ま
し
ょ
う
〔
持
ち
物
〕
上
履
き
。

参
加
自
由
。

■
夏
の
水
あ
そ
び　

７
月　

日
�
か

２２

ら
ベ
ラ
ン
ダ
で
水
遊
び
を
楽
し
み
ま

す
。
兄
弟
で
お
越
し
の
際
は
、
上
の

子
の
年
齢
に
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

〔
持
ち
物
〕
水
着
ま
た
は
パ
ン
ツ
・

タ
オ
ル
。
※
気
温
、
水
温
等
の
状
況

に
よ
り
中
止
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■
園
庭
開
放　
〔
日
時
〕７
月　

日
�

１６

午
前
９
時　

分
〜　

時（
雨
天
翌
日
）

４０

１１

〔
持
ち
物
〕
親
子
と
も
汚
れ
て
よ
い

服
装
で
、
着
替
え
・
タ
オ
ル
等
持
参

く
だ
さ
い
。

▽
７
月　

日
�
午
後
４
時
か
ら
〔
絵

２９

本
〕
キ
ャ
ベ
ツ
く
ん
・
か
が
く
の
と

も〔
お
は
な
し
〕小
ぞ
う
さ
ん
の
し
ょ

う
べ
ん
・
お
し
ょ
う
さ
ん
お
か
わ
り

〔
問
い
合
わ
せ
〕
上
和
泉
地
域
セ
ン

タ
ー
�
（
３
４
８
９
）
９
１
０
１

◎
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー

　
　

�
（
３
４
８
９
）
５
４
１
４

◎
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

�
（
５
４
３
８
）
６
６
０
６

◎ 
駄
倉
保
育
園

　
　

�
（
３
４
８
９
）
２
４
４
１

■
福
祉
相
談
窓
口 「
さ
ぽ
ー
と
」

�

�

�

�

���������

���������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

■
夏
休
み
子
ど
も
教
室

　
　
　

〜
楽
し
い
パ
ン
作
り
〜

　　

狛
江
に
移
り
住
ん
で　

年
余
り
。

４０

家
と
学
校
、
家
と
会
社
の
往
復
で
、

住
ん
で
い
る
狛
江
の
環
境
を
考
え
る

こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

フ
ル
タ
イ
ム
の
仕
事
を
辞
め
、
時

間
に
余
裕
が
で
き
て
野
鳥
の
観
察
を

始
め
５
年
に
な
り
ま
す
。
野
鳥
を
と

お
し
て
環
境
に
つ
い
て
も
考
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
多
摩
川
の
変
化

に
伴
い
、
野
鳥
の
種
類
・
数
な
ど
確

か
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
カ
ワ

セ
ミ
が
身
近
に
見
ら
れ
る
反
面
、
ホ

オ
ジ
ロ
、
オ
オ
ジ
ュ
リ
ン
、
ア
オ
ジ

な
ど
少
な
く
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。

　

河
川
敷
が
整
備
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ

に
行
楽
に
便
利
に
な
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
は
私
た
ち
人
間
に
と
っ
て
で
あ

り
、
野
鳥
や
植
物
に
は
大
い
に
迷
惑

な
場
合
も
多
い
の
で
す
。
夏
の
楽
し

み
の
ひ
と
つ
、
花
火
を
と
っ
て
み
て

も
、
河
川
敷
に
住
む
キ
ジ
に
し
て
み

れ
ば
迷
惑
な
こ
と
で
し
ょ
う
。
時
期

外
れ
の
花
火
は
や
っ
と
た
ど
り
着
い

た
渡
り
鳥
の
カ
モ
た
ち
を
脅
か
し
、

安
住
の
地
で
あ
る
べ
き
川
を
と
ん
で

も
な
く
危
険
な
場
所
に
し
て
し
ま
う

の
で
す
。
私
た
ち
人
間
に
と
っ
て
住

み
よ
い
環
境
が
、
人
間
以
外
の
生
き

物
を
含
め
た
場
合
の
望
ま
し
い
環
境

と
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
た
り
し
ま
す
。

午後２時～

午後３時

午前１０時～

午前１１時３０分
時間

０歳児～２歳児月

０歳児火

３歳児～５歳児１歳児水

２歳児木

３歳児～５歳児０歳児～２歳児金

�

松村武子さん
駒井町一丁目在住

野
鳥
を
と
お
し
て
考
え
る

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

　

８
月
１
日
�
午
前
９
時　

分
に
図
書
館
の
ホ
ー
ム

３０

ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
・
利
用
者
用
端
末
、お
よ
び
携
帯
電
話（
ｉ
モ
ー

ド
）
で
、
中
央
図
書
館
・
西
河
原
公
民
館
学
習
情
報

室
・
各
地
域
セ
ン
タ
ー
図
書
室
の
蔵
書
検
索
や
、
予
約

な
ど
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ

い
。

〔
内
容
〕
図
書
館
（
室
）
案
内
、
図
書
館
か
ら
の
お
知

ら
せ
、
資
料
検
索
・
予
約
、
新
着
案
内
、
ベ
ス
ト
リ
ク

エ
ス
ト
、狛
江
ゆ
か
り
の
作
家
、個
人
状
況
、リ
ン
ク
集

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
の
本
の
予
約
は
、
事
前
に
利
用

者
登
録
が
必
要
で
す
。
住
所
確
認
が
で
き
る
も
の
を
カ

ウ
ン
タ
ー
ま
で
お
持
ち
の
う
え
、
登
録
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。

〔
す
で
に
利
用
者
登
録
を
さ
れ
て
い
る

方
へ
〕
予
約
・
個
人
状
況
の
確
認
の
た
め

の
パ
ス
ワ
ー
ド
を
設
定
し
ま
す
。開
設
後
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
確
認
く
だ
さ
い
。

〔
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
）
〕

h
ttp://w

w
w
.library.kom

ae.tokyo.jp/

〔
携
帯
電
話
か
ら
（
ｉ
モ
ー
ド
の
み
）
〕h

ttp://w

w
w
.library.kom

ae.tokyo.jp/i/

〔
問
い
合
わ
せ
〕
中
央
図
書
館
�
（
３
４
８
８
）
４
４

１
４

■
知
的
障
害
者
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー

と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
タ
ジ
オ
パ
ー
ク

■
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
就
業

支
援
講
習

◎
和
泉
児
童
館

　
　

�
（
３
４
８
０
）
１
４
４
１

■
図
書
室
お
は
な
し
会

■要約筆記「こまくさ」・会員募集

　難聴者や聴覚障害の方へ書いて伝
える要約筆記を勉強。第１土曜日午前
１０時～正午、第３火曜日午後１時３０
分～３時３０分、あいとぴあセンター
〔問い合わせ〕村上 �（３４８９）５４０６。
■水墨同好会・会員募集

　毎月第２・４火曜日午後１時～
４時、中央公民館で水墨画を習い
ませんか。月会費３,０００円〔問い
合わせ〕 佐藤�（３４８０）０４６３。
■狛江書道グループ・会員募集

　毎週月曜日午前１０時～正午、
中央公民館。漢字、細字、かな等
を練習。月会費１,５００円。入会は
随時可能〔問い合わせ〕 鈴木�
（３４３０）２１３３。

■草サッカーチームのメンバー募集

　中学生以上。詳細は電話もしく
はnobodyjp@yahoo.co.jpにメール。
初心者歓迎〔問い合わせ〕 大和�
（３４８９）３４１９（午後５時～８時） 。
■狛江市文化協議会３０周年

　３０周年を迎え、創設からの思い
出や資料がありましたらご一報
ください〔問い合わせ〕 佐藤�
（３４８９）０９４６。
■デジカメで遊ぶ会・新会員募集

　何でも気軽に聞ける仲間が
いっぱい。初心者歓迎。無料。
〔問い合わせ〕菊池 �（３４８８）６２７１。
■狛江市長野県人会・狛江古代

カップ第１２回多摩川いかだレー

ス参加・応援に来てください

　新会員募集中〔問い合わせ〕両
角 �（３４８０）８４０１。

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�

�
�
�

�
�

�
�



広報こまえ　平成１４年（２００２年）７月１５日　�

昨
年
、
地
方
分
権
一
括
法
が
施
行
さ
れ
、
市
町
村
の
役
割
が
重
要
に

な
っ
て
い
ま
す
。
市
町
村
が
国
の
指
示
や
命
令
を
待
た
ず
に
、
自
ら
の

責
任
と
判
断
で
行
政
の
施
策
・
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
決
定
し
実
施
し
て
い

く
、
い
わ
ゆ
る
地
方
分
権
が
現
実
の
歩
み
を
始
め
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
総
合
的
に
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
責
任
を
負
う
市
町
村

に
は
、
地
域
の
特
性
を
十
分
活
か
し
た
個
性
豊
か
で
活
力
に
満
ち
た
ま

ち
づ
く
り
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
強
く
期
待
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

す
。そ

う
し
た
中
で
、
市
町
村
合
併
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
合
併
に

も
「
新
設
合
併
」
と
「
編
入
合
併
（
吸
収
合
併
）
」
の
二
つ
の
パ
タ
ー

ン
が
あ
り
ま
す
。

「
新
設
合
併
」
と
は
、
二
つ
以
上
の
市
町
村
が
一
緒
に
な
っ
て
新
し

い
市
や
町
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。
合
併
後
は
、
そ
れ
ま
で
の
市
町
村
は

い
ず
れ
も
無
く
な
り
、
新
た
な
市
や
町
が
誕
生
し
ま
す
。

「
編
入
合
併
（
吸
収
合
併
）
」
と
は
、
あ
る
市
町
村
の
区
域
の
全
部

又
は
一
部
を
他
の
市
町
村
に
編
入
す
る
合
併
で
す
。
合
併
後
は
、
編
入

す
る
市
町
村
が
存
続
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
市
町
村
合
併
に
も
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
問

題
も
多
く
あ
り
ま
す
。

「
メ
リ
ッ
ト
」
は
、
効
率
的
な
行
財
政
運
営
や
広
域
的
な
ま
ち
づ
く

り
を
行
う
こ
と
で
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上
が
可
能
に
な
る
こ

と
な
ど
で
す
。　 市　

町　

村　

合　

併

■プール開き
　今年も市民プールがオープンし
ました。
　お天気にも恵まれた初日には、
１０００人を超す入場者が訪れ、夏の
日差しのもと、水遊びを楽しんで
いました。

■農業とのふれあい
　７月７日�、農業ウォッチングラ
リーが行われました。
　約１００人の参加者は、それぞれ畑
をまわって農産物を収穫しました。
　収穫の喜びを味わいながら、狛
江の農業を知る機会となりました。

A市 B市

C市

新設合併

� �

D市

旧 E市

新 E市

編入合併

�

�

「
デ
メ
リ
ッ
ト
」
は
、
行

政
区
域
が
拡
大
す
る
こ
と
に

よ
り
、
住
民
の
声
が
届
き
に

く
く
な
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

必
ず
し
も
大
き
く
な
れ
ば

良
い
と
い
う
も
の
で
も
な
く
、

小
さ
な
行
政
区
も
そ
れ
な
り

の
利
点
や
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

■賑やかなお祭り
　狛江ほおずき夏祭りが７月６日�・７日�、
市役所前市民ひろばで開催されました。
　今年は、例年とはひと味違った夏のお祭
りになりました。
　浴衣ファッションショーなども行われ、
華やかな浴衣に身を包んだ女性や子どもた
ちが、ほおずきとともに夏の訪れを感じさ
せてくれました。
　 日が暮れるにつれ、夕涼みを楽しむ家族
づれなどで賑わいました。

■収穫です

　このコーナーで成長を見守って
きた枝豆が収穫されています。
　とれたての甘くて美味しい枝豆
をぜひ味わってください。
　枝豆の成長日記は最終回です。

■梅雨の晴れ間に

　東和泉１丁目の世田谷通り近くに
咲いていた紫陽花です。
　青紫色の花びらは、とても深い色を
しています。葉の大きさや形も立派で、
ご近所では評判の紫陽花だそうです。
　道路に向かって美しい花を咲かせ
ているのもまた印象的です。

市町村合併とは？


